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研究成果の概要： 
中央ユーラシア乾燥域のうち、中国側の新疆ウイグル自治区のタリム河では、1950 年代

以降、新規灌漑農地開発が進行した。この際新たに開発された農地は、従来は塩分濃度が

高いなどの理由により放棄されていた土地などであったため、除塩のために灌漑水が通常

よりも多く必要とされるなど水の利用が助長され、タリム川を形成する主要な三つの河川、

ヤルカンド川（本流）、アクス川、ホータン川のいずれもが、その流出量が 1950 年代か

ら 1990 年代にかけて約 60%程度まで減少し、下流部での深刻な水不足、灌漑農地の放棄

や河畔林の衰退などを招いたことが明らかになった。同様な農業開発の水文環境への影響

は、天山山脈北側のジュンガル地域、さらに西方のカザフスタンをはじめとする中央アジ

ア地域でも起こったが、カザフスタンなど旧ソ連邦諸国は、ソ連邦の崩壊という政治・経

済的な打撃によって、逆に環境への負荷が一時的に減少する結果となった。 
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１．研究開始当初の背景 ２．研究の目的 
中国から中央アジア諸国にかけてユーラ

シア中央部に広がる地域でも、大規模な灌漑
農地の開発が行われた。これらの大規模灌漑
農地の開発は、食料や綿花など農産物の増産
に寄与したものの、様々な環境問題が生じて
いる。一方で温暖化による気候変動も進行し
ており、社会的な背景も含めた総合的な研究
が必要とされている。 

温暖化を含む気候変動と農業開発などの
人間活動による過去 20 年間の水文環境の変
容を明らかにするとともに、その原因となっ
た社会科学的な側面も含めて明らかにする
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、中国新疆ウイグル自治区タリ



ム河流域を中心に、カザフスタン・イリ河流
域など中央ユーラシア乾燥地域の河川流域
において、降水過程、氷河過程、河川流出過
程、地下水流出過程、灌漑等による地表面か
らの蒸発過程など水資源変動にかかわる
個々の過程に関して、その近年の変遷を定量
的に解明し、変動要因を明らかにする。さら
にそれら自然科学的知見とともに、人間によ
る水利用の影響に関して、水利用計画と利用
の実態、水不足の現状などの調査を合わせて
実施し、人間活動の影響を明らかにする。 
 
４．研究成果 
（１）衛星画像（コロナ、Landsat）および
気象データなどを用いて、近年の氷河変動の
解析を行った。その結果、天山山脈北麓氷河
では、1971-1999 年の間 12％から 21％、面
積が減少しており、天山山脈ではもっとも氷
河の縮小が激しい地域であることが明らか
になった。 

 
（２）タリム河を形成する主要な三つの河川、
ヤルカンド河、アクス河、ホータン河の流量
観測資料を収集・分析した。その結果、各河
川の源流部からの流量は、過去 40 年間程度
年々変動はあるものの、ほぼ一定の流量であ
った。 
（３）ヤルカンド河、アクス河、ホータン河
の各河川とも、山麓扇状地にあるオアシス地
域において新たな灌漑農地を開く農業開発
が進行し、そのための灌漑取水量が大きく増
大した。灌漑農地の面積は過去 40 年間で約
２倍となった。これら新規開拓農地は、古く
からの農地に比べ塩分濃度が高いなど条件
が悪く、その除塩のために必要な水量が、灌
漑水の増加に関係していると考えられる。 
（４）こうした山麓オアシス地域での灌漑用
水の利用が増大した結果、３つの河川の合流
下流側の観測点におけるタリム河の流量は、
1950年代から1990年代にかけて約60%程度
まで減少し、下流側での深刻な水不足を招い
た。その影響は、農地の荒廃やそれによる砂
漠化、河畔林植生の衰退など広範囲に及んだ。 
（５）カザフスタンにあるイリ河流域では特
に 1960 年以降、農地開発が進行した。また
イリ河本流に 1971 年に灌漑、発電を目的と

したカプチャガイダムが作られ、支流におい
ても主として灌漑を目的としたダムが作ら
れた。カプチャガイダムの影響は、ダムの貯
水が満水になるまでの流量の減少として現
れたほか、その後は水面蒸発量によって大き
く流域の水収支に影響を与えた。 
（６）カザフスタン側での開発は 1987 年の
ソ連邦崩壊まで農地の増大をもたらした。ソ
連邦崩壊にともなう急激な市場経済への移
行によって、かつて国によって維持されてい
た灌漑施設等の整備、運営が不可能となり、
多くの放棄農地が発生した。この結果、農地
開発にともなう蒸発損失の増大に歯止めが
かかることになった。 
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